
大規模災害時や現場の遺留物（血痕や
体液斑痕）などから，その人が誰である
のかを特定する個人識別が法医学には要
請されます。この個人識別技術の向上は
DNA鑑定をはじめ日進月歩ですが、昨
年の足利事件のみならず鑑定結果が問題
になっている事件は現在もかなりあるよ
うです。それはなぜでしょうか？

大変微量で古くて汚染度が高い血痕や
体液斑痕からどのような原理・分析方法
で血液型を判定するのかなど個人識別の
実際やその限界について迫ります。
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